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目
標

 
 

 
 

農
薬

の
適

正
使

用
等

の
総

合
的

な
推

進
 

事
業

実
施

期
間

 
平

成
３

０
年

度
 

都
道

府
県

等
名

 
愛

媛
県
 

事
業

の
実

施
方

法
 

【
農

薬
適

正
使

用
】
 

(
1
)
農

薬
の

安
全

使
用

の
推

進
 

 
農

薬
残

留
調

査
に

よ
っ

て
県

産
農

産
物

の
安

全
性

確
保

及
び

農
薬

に
よ

る
危

害
の

未
然

防
止

を
図

っ
た

。
 

 
年

次
計

画
に

基
づ

き
生

産
現

場
（

出
荷

前
段

階
）
よ

り
試

料
を

サ
ン

プ
リ

ン
グ

し
、
県

農
林

水
産

研
究

所
に

て
残

留
農

薬
分

析
を

実
施

し
た

結
果

、
基

準
値

超
過

は
な

か
っ

た
。
 

 
一

部
の

農
薬

不
適

正
使

用
が

疑
わ

れ
た

事
案

に
つ

い
て

、
原

因
究

明
調

査
等

を
行

っ
た

結
果

、
農

薬
使

用
に

係
る

違
反

は
認

め
ら

れ
ず

、
使

用
者

の
適

正
使

用
を

確
認

し
た

。
 
  

 (
2
)
農

薬
の

適
切

な
管

理
及

び
販

売
の

推
進
 

 
研

修
会

(
農

薬
適

正
使

用
講

習
会

)
、
農

薬
管

理
指

導
士

の
認

定
、
農

薬
販

売
者

へ
の

立
入

検
査

を
実

施
し

、
県

産
農

産
物

の
安

全
性

確
保

及
び

農
薬

に
よ

る
危

害
の

未
然

防
止

を
図

っ
た

。
 

 
ま

た
、
前

年
度

違
反

の
あ

っ
た

販
売

店
・
農

協
等

に
つ

い
て

は
、
講

習
会

参
加

・
農

薬
管

理
指

導
士

の
認

定
に

つ
い

て
積

極
的

に
取

り
組

む
よ

う
指

導
し

、
適

正
な

販
売

及
び

使
用

を
推

進
し

た
。

 
 

 
 

（
研

修
会

の
実

施
）
 

 
県

内
で

３
回

実
施

し
、

農
薬

販
売

者
･
使

用
者

等
を

対
象

に
農

薬
適

正
使

用
、

適
切

な
管

理
等

に
つ

い
て

資
料

を
作

成
し

、
啓

発
と

周
知

を
実

施
し

た
。
 

 （
農

薬
管

理
指

導
士

認
定

研
修

会
）
 

 
農

薬
の

適
正

使
用

、
適

切
な

管
理

・
販

売
を

推
進

す
る

た
め

、
農

薬
販

売
者

･
使

用
者

等
を

対
象

と
し

て
研

修
会

を
実

施
し

、
十

分
な

知
見

を
習

得
し

た
者

を
認

定
し

た
。
 

 （
農

薬
販

売
者

へ
の

立
入

調
査

）
 

 
農

薬
販

売
届

出
店

舗
に

つ
い

て
は

、
年

次
計

画
に

基
づ

き
定

期
的

に
調

査
を

実
施

し
、
販

売
・
管

理
方

法
等

を
確

認
す

る
と

共
に

、
適

切
な

販
売

・
管

理
を

啓
発

・
周

知
し

た
。
 

 ＊
現

状
値

(
平

成
2
2
～

2
4
年

度
平

均
）

 
 

 
販

売
状

況
 

 
 

 
２

１
 

 
／
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８
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＝
 

７
．

３
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使

用
状

況
 

 
 

 
 
０
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３
２

２
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０

％
 

 
 

 
 

 
 

（
販

売
違

反
率

７
．

３
％

＋
使

用
違

反
率

０
％

）
／

２
 
＝

 
３

．
７

％
 

＊
目

標
値

 
 

 
販

売
状

況
 

 
 
 
 
 
１

０
 
 
 
 
／

 
 
 
 
 
 
２

６
０

 
 
 
 
＝

 
３

．
８

％
 

 
 

使
用

状
況

 
 

 
 

 
０

 
 
 

／
 
 
 

 
３

２
０

 
 
 
 
＝

 
 

 
０

％
 

 
 
（

販
売

違
反

率
３

．
８

％
＋

使
用

違
反

率
０

％
）

／
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
＝

１
．

９
％

（
現

状
か

ら
５

割
削

減
）

 
 目

標
値

 

項
 

 
 

目
 

現
状

 
目

標
値

 
実

績
 

達
成

度
 

評
価

 

農
薬

の
不

適
切

な
販

売

及
び

使
用

の
発

生
割

合
 

３
．

７
％

 
１

．
９

％
 １

０
．
５

％
  

 
９

１
％

 
Ａ

 

 

事
業

内
容

及
び

実
績

額
 

事
業

内
容

 

 

規
格

・
規

模
等

 

 

所
要

額
実

績
 

（
円

）
 

左
の

交
付

金
相

当
額

 

（
円

）
 

交
付

率
(
%
)
 

  (
2
)
農

薬
の

適
切

な
管

理
及

び
販

売
の

推
進

 
         (
3
)
農

薬
残

留
確

認
調

査
の

実
施

 

 

  研
修

会
（

農
薬

適
正

使
用

講
習

会
）

３
回

 
  農

薬
管

理
指

導
士

認
定

研
修

会
 

 
１

回
 

 農
薬

販
売

者
へ

の
立

入
検

査
 

 
 

３
３

３
件

 
  農

薬
飛

散
状

況
調

査
 
３

８
０

件
 

 

  
 
 
 
 
 
 
2
6
4
,
0
0
0
              
 
 
 

3
,
0
8
0
,
0
0
0
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3
2
,
0
0
0
 

   
    

 
  

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
,
5
4
0
,
0
0
0
 

 

   
5
0
 

              
5
0
 

 

 
計

 
 

3
,
3
4
4
,
0
0
0
 
 
 
 

 
 

 
1
,
6
7
2
,
0
0
0
 

 

事
業

の
成

果
 

【
農

薬
適

正
使

用
】
 

ア
（

講
習

会
及

び
研

修
会

の
実

施
状

況
）
 

 
・

農
薬

適
正

使
用

講
習

会
 

３
回

 
参

加
人

数
 

３
２

８
人
 

 イ
（

啓
発

活
動

の
状

況
）
 

 
・

農
薬

適
正

使
用

講
習

会
作

成
資

料
３

６
０

部
 

 ウ
（

農
薬

管
理

指
導

士
の

認
定

状
況

）
 

 
・

農
薬

管
理

指
導

士
研

修
会

 
１

回
 

 
 
 

 
参

加
人

数
６

２
人

、
（

内
新

規
認

定
者

６
人

）
、

総
認

定
者

１
８

７
人

、
作

成
資

料
１

０
０

部
）
 

 
 
 
 
 

エ
（

農
薬

販
売

･
農

薬
使

用
者

に
対

す
る

実
態

調
査

の
状

況
）
 

 
・

農
薬

販
売

届
出

数
 

８
７

９
販

売
所

 
立

入
調

査
実

施
数

 
３

３
３

件
 

違
反

数
 

７
０

件
 

 
 

届
出

・
帳

簿
の

不
備

等
を

確
認

し
た

た
め

、
説

諭
に

よ
り

指
導

し
た

結
果

、
改

善
を

確
認

し
た

。
 

 
 

な
お

、
無

登
録

農
薬

の
販

売
等

、
販

売
制

限
又

は
禁

止
の

処
分

と
な

る
重

大
な

違
反

は
な

か
っ

た
。
 

  
・

農
薬

使
用

者
 

 
立

入
検

査
実

施
数

 
 

０
件

 
違

反
数

 
０

件
 

 
 

３
０

年
度

は
、
農

薬
取

締
法

を
は

じ
め

関
係

法
令

等
に

基
づ

き
遵

守
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

周
知

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
農

薬
の

性
質

等
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
広

く
普

及
し

た
結

果
、
違

反
は

な
か

っ
た

。
 

 
 



オ
（

農
薬

残
留

調
査

の
状

況
）
 

 
・

残
留

農
薬

調
査

点
数

 
 
 

３
８

０
点

 
違

反
数

 
 

０
件

 
 

 
 

（
穀

類
・

野
菜

・
果

樹
：

６
７

品
目

 
２

７
８

成
分

）
 

 カ
（

農
薬

の
飛

散
防

止
技

術
の

効
果

の
確

認
状

況
）
 

 
・

調
査

実
施

点
数

 
３

８
０

点
 
 

 
・

飛
散

防
止

対
策

の
た

め
、

防
除

器
具

の
洗

浄
や

農
薬

の
種

類
の

検
討

の
取

り
組

み
が

で
き

て
い

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

＊
そ

の
他

参
考

情
報
 

 
・

農
薬

販
売

者
数

２
９

８
販

売
者

（
８

７
９

販
売

所
）
 

キ
、

ク
、

ケ
、

コ
、

サ
、

シ
、

ス
、

セ
、

ソ
、

タ
、

チ
、

ツ
、

テ
、

ト
、

ナ
に

つ
い

て
は

、
該

当
な

し
 

 ＊
不

適
切

な
販

売
及

び
使

用
の

発
生

率
（

実
績

値
）
 

 
販

売
状

況
 
 

7
0
 

／
 

3
3
3
 

＝
2
1
.
0
%
 

 
使

用
状

況
 

 
0
 

／
 

3
8
0
 

＝
 
0
 
 
%
 

（
販

売
違

反
率

 
2
1
.
0
%
 

＋
 

使
用

違
反

率
 

0
%
）

／
２

＝
 

1
0
.
5
%
 

  
達

成
度

 
(
1
－

実
績

値
)
／

(
1
－

目
標

値
)
＝

(
1
-
0
.
1
0
5
)
/
(
1
-
0
.
0
1
9
)
=
9
1
％

 

  
 
都

道
府

県
に

よ
る

評
価

の
概

要
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
農

薬
適

正
使

用
に

係
る

、
研

修
会

は
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。
 

 
ま

た
、
立

入
検

査
に

つ
い

て
は

、
届

出
・

帳
簿

の
不

備
等

を
確

認
し

た
が

、
説

諭
に

よ
る

指
導

を
行

い
改

善
を

確
認

し
た

。
違

反
率

は
目

標
値

を
下

回
ら

な
か

っ
た

が
、
達

成
度

に
よ

る
評

価
は
「

Ａ
」
で

あ
っ

た
。
 

 
加

え
て

、
農

薬
使

用
者

の
不

適
正

使
用

や
残

留
農

薬
分

析
に

係
る

基
準

値
超

過
な

ど
の

違
反

は
な

か
っ

た
。
 

 
 

第
三

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト

 
 

愛
媛

大
学

農
学

部
 

小
西

和
彦

教
授

 
 

 
 

農
薬

の
安

全
使

用
の

推
進

の
た

め
、

農
薬

販
売

者
に

対
す

る
立

ち
入

り
調

査
を

厳
格

に
行

っ
た

と
判

断
で

き
る

。
ま

た
、

農
薬

適
正

使
用

講
習

会
を

３
回

実
施

し
て

お
り

啓
蒙

活
動

も
行

っ
て

い
る

。
農

薬
管

理
指

導
士

研
修

会
、

農
薬

残
留

調
査

も
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

農
薬

販
売

者
に

違
反

が
確

認
さ

れ
た

た
め

目
標

値
に

は
及

ば
な

か
っ

た
も

の
の

、
指

導
の

結
果

改
善

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

と
判

断
で

き
る

。
 

   

国
に

よ
る

評
価

の
概

要
 

  
農

薬
販

売
者

に
対

す
る

立
入

調
査

に
お

い

て
届

出
及

び
帳

簿
の

不
備

等
に

よ
る

違
反

が

昨
年

度
よ

り
増

加
し

て
い

る
た

め
、

今
後

と

も
適

正
な

販
売

に
向

け
た

、
指

導
・

啓
発

を

お
願

い
し

た
い

。
 

 
な

お
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
と

評

価
す

る
。

 

  

 





別
紙

様
式
第
２

号
－
３

 
目

標
 

家
畜
衛

生
の

推
進

 
事

業
実
施

期
間

 
平
成

30
年

度
都
道
府
県

等
名

 
愛
媛

県
 

事
業

の
実

施
方
法

 
日

本
国

内
で
Ｂ

Ｓ
Ｅ
が

発
生
し
て
以

降
、
安

全
な
畜

産
物
を
安
心

し
て
消

費
し
て

も
ら
え

る
体

制
づ

く
り
が

重
要
と

な
っ
て
い
る

こ
と
か

ら
、
愛

媛
県
で
は
、

畜
産
物

の
安
全

性
を
確

保
す

る
た

め
に
、

①
４
８

ヶ
月
齢
以
上

の
死
亡

牛
の
全

頭
検
査
の
実

施
、
②

サ
ル
モ

ネ
ラ
症

等
の

家
畜

伝
染
病

の
監
視

体
制
を
強
化

す
る
た

め
の
情

報
収
集
の
実

施
、
③

牛
パ
ス

ツ
レ
ラ

症
、

牛
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ
マ

肺
炎
、
牛
ロ

タ
ウ
イ

ル
ス
病

、
牛
大
腸
菌

症
、
牛

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
、

BR
D

C、
豚
レ
ン
サ

球
菌
症
、
浮

腫
病
、

豚
大
腸

菌
症
、
鶏
大

腸
菌
症

等
の
生

産
現
場

で
発

育
遅

延
等
の

経
済
的

な
被
害
が
問

題
と
な

っ
て
い

る
疾
病
に
対

し
衛
生

対
策
を

実
施
、

④
抗

生
物

質
の
適

正
使
用

を
確
保
す
る

た
め
の

薬
剤
耐

性
菌
の
発
現

状
況
検

査
を
行

う
こ
と

で
、

安
全

安
心
な

畜
産
物

の
供
給
に
寄

与
す
る

こ
と
と

な
る
た
め
、

当
該
事

業
を
活

用
し
て

家
畜

衛
生

の
推
進

を
図
っ

た
。

ま
た
、

家
畜
伝

染
病
の

発
生
防
止
と

迅
速
・

的
確
な

病
性
鑑
定
を

実
施
す

る
た
め

に
、
検

査
結

果
の

信
頼
性

の
向
上

を
図
る
た
め

の
検
査

機
器
の

点
検
を
行
い

、
早
期

対
応
に

重
点
を

お
い

た
防

疫
体
制

を
構
築

し
た
。

 
さ

ら
に

、
家
畜

伝
染
病

の
発
生
に
備

え
た
防

疫
演
習

を
行
う
こ
と

で
、
危

機
管
理

体
制
の

整
備

を
行

っ
た
。

 

〈
目

標
値

の
考

え
方
〉
 

検
査

件
数
は
家

畜
伝
染

病
予
防
法
第

5条
及

び
第

51
条
に

お
け
る
検

査
（
精

密
検
査

の
み
）

を
実

施
し

た
件
数

。
 

 
伝

染
性

疾
病
発

生
件

数
は

監
視
伝
染

病
及
び

家
畜
衛

生
関
連
情
報

整
備
事

業
で
収

集
し
た

疾
病

数
か

ら
算
出

す
る

。
 

ま
た

、
平
成

25
～

29
年

度
の
発
生
件

数
か
ら

算
出
し

た
疾
病
減
少

率
は

1.
01

4で
あ
り

、
疾

病
発

生
低

減
目
標

を
対
前

年
度
減
少
率

5％
と

し
て
、

平
成

29
年
度
発

生
件
数

が
11

7件
で

あ
る

こ
と
か

ら
 

平
成

30
年
度
の

発
生
件

数
は

 1
17
×

1.
01

4×
0.

95
=1

12
.7
≒

11
2と

す
る
。

・
現

状
・

過
去

3年
間
（

27
～

29
年
度
）
の

平
均
伝

染
性
疾

病
発
生
件
数

：
11

8件
・
過

去
3年

間
（

27
～

29
年
度
）
の

平
均
検

査
件
数

：
23

,5
28
件

・
実

施
後

・
30

年
度
伝

染
性
疾

病
発
生
件
数

：
11

2件
・

30
年
度
検

査
件
数

：
24

,0
00
件

・
目

標
値

Ａ
：

家
畜
の

伝
染

性
疾

病
の
検
出

割
合
の

減
少
率

：
（

11
8/

23
,5

28
-1

12
/2

4,
00

0）
÷

（
11

8/
23

,5
28

）
≒

0.
07
＝

a
Ｂ
：
Ａ
に
お
け
る
対
象
疾
病
の
検
査
件
数
の
増
加

率
：
 

（
24

,0
00

-2
3,

52
8）

÷
23
,5
28
≒

-0
.0

2＝
b

目
標

値
：

10
0×

（
1＋

a）
×
（

1＋
b）

≒
10

9.
1 

目
標

値
 

項
 

目
 

現
状

 
目
標
値

 
実
績

 
達
成
度

 
評
価

 

家
畜

衛
生

に
係
る

取
組

の
充

実
度

 
10

0
10

9.
1

10
9.

1
10

0
A

事
業
内
容

及
び
実

績
額

 
事
業
内
容

 
規
格
・
規

模
等

 
所
要
額
実

績
 

（
円
）

 
左
の
交
付

金
相
当

額
 

（
円
）

 
交
付
率

（
％
）

 
監
視
体
制

の
整
備

 

危
機
管
理

体
制
の

整
備
 

家
畜
衛
生

対
策
に

よ
る
生
産
性

向
上
の

推
進
 

畜
産
物
の

安
全
性

向
上
 

計
 

BS
E検

査
・
清
浄

化
の
推
進

 

家
畜
衛
生

関
連
情

報
の
整
備

 

精
度
管
理

体
制
の

確
立

 

ま
ん
延
防

止
の
円

滑
化

 

慢
性
疾
病

等
生
産

性
を
阻
害

す
る
疾

病
の
低
減

 

動
物
用
医

薬
品
の

危
機
管
理

 

8
,
6
9
0
,
3
1
8
 

8
1
0
,
3
5
5
 

9
5
3
,
5
8
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1
5
8
,
0
6
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,
6
1
2
,
3
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4
,
3
1
4
,
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,
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4
7
5
,
0
0
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7
5
,
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0
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5
,
2
6
3
,
0
0
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50 49 50 47

事
業
の
成

果
 

１
 

事
業

実
施

内
容
 

（
１

）
BS

E検
査

体
制

強
化

の
推
進

・
48

ヶ
月

齢
以

上
の

死
亡

牛
全

頭
及

び
生

前
に

BS
Eを

否
定

で
き

な
い

中
枢

神
経

症
状
等

の
臨

床
症

状
を

呈
し

た
牛

、
そ

の
他

BS
E検

査
が

必
要

と
認

め
る

牛
に

つ
い

て
BS

E検
査

を
実

施
し

た
。

（
２

）
家

畜
衛

生
関

連
情

報
の

整
備

・
衛

生
情

報
を

定
期

的
に

収
集

し
、

家
畜

伝
染

病
の
発

生
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の
防

疫
体

制
の

整
備

を
図

る
た

め
、

衛
生

管
理

指
導

を
徹

底
し

た
。

（
３

）
精

度
管

理
体

制
の

確
立

・
機

器
の

校
正

に
よ

り
機

器
性

能
が

安
定

し
、

検
査
精

度
が

向
上

し
た

。
精

度
管

理
に
係

る
要

領
等

を
作

成
し

、
精

度
管

理
体
制

を
確

立
し

た
。

（
４

）
ま

ん
延

防
止

の
円

滑
化

・
防

疫
演

習
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

ご
と

の
危

機
管
理

体
制

の
整

備
を

行
っ

た
。

（
５

）
慢

性
疾

病
対

策
・

集
団

飼
育

の
進
展

や
家

畜
畜

産
物

交
流

の
増

加
に
伴

い
、

畜
産

経
営

に
大

き
な

阻
害
要

因
と

な
っ

て
い

る
慢

性
疾

病
の

実
態

調
査

等
を

行
い

、
そ

の
結
果

を
分

析
し

、
衛

生
指

導
を

行
っ
た

。
（

６
）

動
物

用
医

薬
品
の

危
機

管
理

･
抗

生
物

質
の

適
正

使
用

を
確

保
す

る
た

め
、

健
康
家

畜
の

鼻
腔

や
発

症
牛

か
ら

分
離
し

た
細

菌
に

つ
い

て
、

動
物

用
医

薬
品
使

用
に

よ
り

起
こ

る
薬

剤
耐

性
菌
の

発
現

状
況

に
関

す
る

検
査

を
行
っ

た
。



２
 

成
果

 
 
・

現
状

 
  

 
・

過
去

3年
間
（

27
~2

9年
度
）
の

平
均
伝

染
性
疾

病
発
生
件
数

：
11

8件
 

  
 
・

過
去

3年
間
（

27
~2

9年
度
）
の

平
均
検

査
件
数

：
23

,5
28
件

 
  
・

実
施

後
 

  
 
・

30
年
度
伝

染
性
疾

病
発
生
件
数

：
11

2件
 

 
 
・

30
年
度
検

査
件
数

：
24

,0
00
件

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 実

績
値

：
 

 
A

:家
畜

の
伝
染

性
疾

病
の

発
生
件
数

の
減
少

率
：

 
 
 
 
(
11

8/
23

,5
28

－
11

2/
24

,0
00
)
÷
(
11

8/
23

,5
28

)
 ≒

0.
07
＝

a 
  

B:
A
に
お
け

る
対
象

疾
病

の
検
査
件

数
の
増

加
率
：

 
  

  
 （

24
,0

00
-2

3,
52

8）
÷

23
,5

28
≒

0.
02

＝
b 

  実
績

値
：

10
0×

（
1+

a）
×

(
1+

b)
=1

09
.1
 

  ・
達

成
度

 
 達

成
値

：
10

9.
1÷

10
9.

1×
10

0≒
10

0 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
成

果
 

 
畜

産
物

の
安
全

性
を

確
保

す
る
た
め

に
、
①

48
ヶ
月

齢
以
上
の
死

亡
牛
の

全
頭
検

査
の
実

施
、

②
家

畜
伝
染

病
の

監
視

体
制
を
強

化
す
る

た
め
の

情
報
収
集
、

③
検
査

体
制
の

確
立
 

④
地

域
ご

と
危
機

管
理

体
制

の
整
備
の

た
め
の

防
疫
演

習
の
実
施
、

⑤
生
産

現
場
で

発
育
遅

延
等

の
経

済
的
な

被
害

が
問

題
と
な
っ

て
い
る

慢
性
疾

病
等
の
衛
生

対
策
、

⑥
薬
剤

耐
性
菌

の
発

現
状

況
に
関

す
る

検
査

に
よ
る
抗

生
物
質

の
適
正

使
用
の
確
保

に
よ
り

、
家
畜

衛
生
の

推
進

及
び

防
疫
体

制
の

強
化

が
図
ら
れ

、
安
全

安
心
な

畜
産
物
の
供

給
の
確

立
に
資

す
る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 都
道

府
県

等
に
よ

る
評
価

の
概
要

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

48
ヶ
月

齢
以
上

の
死
亡

牛
の
全
頭
検

査
の
実

施
を
継

続
し
た
。
豚

コ
レ
ラ

の
発
生

状
況
、

ア
ジ

ア
諸

国
に
お

け
る
ア

フ
リ
カ
豚
コ

レ
ラ
や

口
蹄
疫

等
の
発
生
状

況
、
家

畜
衛
生

に
関
す

る
情

報
を

迅
速
・

的
確
に

畜
産
農
家
及

び
関
係

機
関
に

対
し
て
提
供

し
た
。

検
査
機

関
に
お

け
る

検
査

機
器
の

校
正
及

び
精
度
体
制

整
備
を

実
施
し

た
。
ま
た
、

高
病
原

性
鳥
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
の

発
生
を

想
定
し

た
防
疫
演
習

を
実
施

し
、
初

動
対
応
の
実

効
性
を

検
証
し

た
。
家

畜
伝

染
病

の
発
生

防
止
の

た
め
、
検
査

件
数
を

増
や
し

、
衛
生
指
導

、
慢
性

疾
病
等

の
実
態

調
査

・
 分

析
・

指
導
等

の
取

り
組
み
を

強
化
し

た
こ
と

で
、
疾
病
の

発
生
を

低
減
、

的
確
な

対
応

が
可

能
と
な

り
、
農

家
の
家
畜
伝

染
病
に

対
す
る

防
疫
意
識
の

向
上
及

び
防
疫

体
制
の

充
実

強
化

が
図
ら

れ
た
。

 
        

第
三
者
の

主
な
コ

メ
ン
ト

 
公

益
社

団
法

人
愛

媛
県

獣
医

師
会

 
 

会
長

 
寺

町
 

光
博

 
海

外
に

お
け

る
家

畜
伝

染
病

発
生

情
報

の
速

や
か

な
提

供
や

、
そ

の
疾

病
の

侵
入

に
備

え
た

防
疫

演
習

の
実

施
を

通
じ

て
、

畜
産

農
家

の
防

疫
意

識
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
農

場
の

生
産

性
阻

害
と

な
る

各
種

疾
病

の
衛

生
対

策
の

実
施

や
そ

の
対

策
に

関
連

し
て

薬
剤

耐
性

菌
の

発
現

に
関

す
る

抗
生

物
質

の
適

正
使

用
の

監
視

な
ど

、
畜

産
物

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
に

、
多

方
向

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
高

く
評

価
す

る
。

 
 

国
に
よ
る

評
価
の

概
要

 
 

目
標

値
は

達
成

さ
れ

て
お

り
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
と

評
価

す
る

。
 

家
畜

衛
生

を
と

り
ま

く
環

境
が

厳
し

さ
を

増
す

中
、

家
畜

衛
生

対
策

に
し

っ
か

り
取

り
組

ま
れ

て
お

り
、

今
後

も
継

続
的

に
取

り
組

ま
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

    



 別
紙

様
式
第
２

号
－
３

 
 
目

標
  

  
  
 

家
畜
衛

生
の

推
進
（
特

別
交
付

型
交
付

金
）
 

事
業

実
施

期
間

 
平
成

30
年

度
 

都
道
府
県

等
名

  
  
愛
媛

県
 

事
業

の
実

施
方

法
 

【
事

業
の

必
要

性
】

 
 
 
 
平

成
3
0
年

7
月
豪

雨
に

よ
り
、
愛

媛
県
南

予
家
畜

保
健
衛
生
所

宇
和
島

支
所
が

床
上
浸

水
被
害
を

受
け
、
一

部
の
検

査
機
器
が
使

用
不
能

と
な

り
家

畜
保
健
衛

生
所
の

業
務
を

遂
行

す
る
こ
と

が
困
難

と
な
っ

た
。
 

 
 
家
畜

伝
染
病

の
発

生
を

抑
制
し

、
ま
ん

延
を
防

止
す

る
た
め
検

査
機
器

を
整
備

し
、
南
予

家
畜
保
健

衛
生
所

宇
和
島

支
所
の
機
能

の
回
復

を
図
っ

た
。
 
 

 【
目

標
値

の
考

え
方

】
 

 
 

家
畜

伝
染

病
の

ま
ん

延
防
止

 
 目

標
値

 
項

 
 
 

目
 

 
現
状

 
 

目
標
値

 
 

実
績

 
 

達
成
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評
価

 
 

家
畜

伝
染

病
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ま

ん
延

防
止
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Ａ
 

事
業

内
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及
び
実

績
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事

業
内
容

 
 

規
格
・
規

模
等

 
 

所
要
額
実

績
 

（
円
）

 
左
の
交
付

金
相
当

額
 

（
円
）

 
交
付
率

（
％
）

 
 家

畜
衛

生
対

策
の

推
進

に
係

る
関

連
機

器
の

整
備

 

 家
畜

衛
生

関
連

機
器

の
整

備
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,
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 ＜

地
区
推

進
事
業

＞
 

 

   

   

 
  

   
     

事
業
の
成

果
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
１
 
事

業
実
施

内
容

 
 
 
 
 

平
成

30
年

7月
豪
雨

に
よ
り
、

南
予
家

畜
保
健

衛
生
所
宇
和

島
支
所

の
一
部

機
器
が

使
用
不
能

と
な
っ

た
た
め

、
同
等
の
性

能
を
有

す
る
機

器
を
整
備
。

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

２
 
事
業

の
成

果
 

 
家
畜
の

伝
染
性

疾
病
の

ま
ん
延
は
防

止
さ
れ

た
。

 
都
道
府
県

等
に
よ

る
評
価

の
概
要

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  
宇
和
島

支
所
は

、
豪
雨

災
害
に
よ
る

浸
水
で

、
検
査

機
器
類
等
が

使
用
不

能
と
な

り
、
家

畜
保
健
衛

生
所
の

業
務
に

支
障
を
き
た

し
た
が

、
支
所

が
復
旧
す
る

ま
で
の

間
は
、

検
査
・

解
剖
等
の

家
畜
伝

染
病
関

係
の
業
務
に

つ
い
て

は
本
所

と
連
携
を
と

り
な
が

ら
実
施

。
支
所

の
機
能
回

復
に
必

要
な
検

査
機
器
類
を

早
急
に

整
備
し

た
こ
と
で
、

当
該
家

保
が
管

轄
す
る

畜
産
農
家

の
家
畜

の
伝
染

性
疾
病
の
ま

ん
延
は

防
止
さ

れ
た
。

 
第
三
者
の

主
な
コ

メ
ン
ト

 
公

益
社

団
法

人
愛

媛
県

獣
医

師
会

 
 

会
長

 
寺

町
 

光
博

 
災

害
に

伴
い

、
検

査
機

器
の

被
災

に
よ

り
検

査
機

能
が

失
わ

れ
た

そ
の

間
、

関
係

機
関

内
の

連
携

で
家

保
検

査
業

務
が

円
滑

に
遂

行
さ

れ
る

と
と

も
に

、
家

保
検

査
業

務
機

能
の

復
旧

を
図

る
た

め
、

速
や

か
に

国
の

整
備

事
業

を
活

用
さ

れ
、

支
所

の
業

務
機

能
を

原
状

復
帰

さ
れ

た
こ

と
は

高
く

評
価

す
る

。
 

     

国
に
よ
る

評
価
の

概
要

 
 

目
標

値
は

達
成

さ
れ

て
お

り
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
と

評
価

す
る

。
 

昨
年

度
の

７
月

豪
雨

で
宇

和
島

支
所

が
機

能
不

全
と

な
る

中
、

機
能

復
旧

に
早

期
に

努
め

、
伝

染
性

疾
病

の
ま

ん
延

を
防

止
で

き
た

こ
と

は
、

高
く

評
価

す
る

。
 

            



別
紙

様
式

第
２

号
－

３

目
標

養
殖

衛
生

管
理

体
制

の
整

備
事

業
の

成
果

事
業

実
施

期
間

　
平

成
3
0
年

度
（

事
業

実
施

内
容

）
事

業
の

実
施

方
法

(
1
)
総

合
推

進
会

議
の

開
催

等
(
1
)
総

合
推

進
会

議
の

開
催

等

.

(
2
)
養

殖
衛

生
管

理
指

導
(
2
)
養

殖
衛

生
管

理
指

導

(
3
)
養

殖
場

の
調

査
・

監
視

(
3
)
養

殖
場

の
調

査
・

監
視

(
5
)
疾

病
の

発
生

予
防

・
ま

ん
延
防
止

(
5
)
疾

病
の

発
生

予
防

・
ま

ん
延

防
止

（
実

　
績

）

（
目

標
値

）
（

実
績

の
根

拠
）

（
目

標
値

の
考

え
方

）
ア

　
養

殖
衛

生
管

理
指

導
を
行
な
っ
た
養
殖
等
経
営
体
数
の
割
合
　
　
　
 
6
1
.
0
％

.
イ

　
経

営
体

数
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2
6

　
・

給
餌

養
殖

経
営

体
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
4

　
・

ア
ユ

冷
水

病
防

疫
対

策
等
を
行
な
っ
て
い
る
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
数
　
 
1
2

ウ
　

水
産

医
薬

品
適

正
使

用
指
導
等
会
議
の
開
催
回
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

目
標

値
エ

　
養

殖
衛

生
管

理
指

導
を
受
け
た
経
営
体
数
（
実
経
営
体
数
）
　
　
　
　
　
2
6
0

　
・

う
ち

指
導

会
議

に
よ

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
・

う
ち

巡
回

指
導

に
よ

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
1
2

　
・

そ
の

他
に

よ
る

も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
6

＜
地

区
推

進
事

業
＞

該
当

な
し

事
業

内
容

及
び

実
績

額
　

評
価

は
達

成
度

8
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
か

ら
Ａ

に
該

当

都
道

府
県

等
に

よ
る

評
価

の
概
要

第
三

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト

国
に
よ
る
評
価
の
概
要

合
　

　
計

実
績

目
標

値

全
国

会
議

へ
の

出
席

他

(
円

)
規

格
・

規
模

等

疾
病

監
視

対
策

他

2
9
4
,
3
0
2

6
1
.
0
%

医
薬

品
適

正
使

用
指

導
他

事
業

内
容

(
1
)
総
合

推
進

会
議

の
開

催
等

所
要

額
実

績

6
1
.
0
%

(
5
)
疾

病
の

発
生

予
防

・
ま

ん
延

防
止

医
薬

品
残

留
検

査
他

5
7
,
3
1
6

2
8
,
0
0
0

(
2
)
養

殖
衛

生
管

理
指

導

(
3
)
養

殖
場

の
調

査
・

監
視

都
道

府
県

等
名

　
愛

媛
県

　
魚

病
情

報
の

交
換

や
有

効
な

防
除

対
策

、
防

疫
措

置
及

び
衛

生
管

理
技

術
等

を
検

討
す

る
た

め
、

地
域

合
同

検
討

会
議

及
び

全
国

会
議

等
に

参
加

し
た

。
ま

た
、

全
国

の
疾

病
の

動
向

、
課

題
を

共
有

す
る

と
と

も
に

県
内

の
防

疫
推

進
の

た
め

、
愛

媛
県

養
殖

衛
生

対
策

会
議

を
開

催
し

た
。

　
水

産
用

医
薬

品
の

適
正

指
導

、
ワ

ク
チ

ン
使

用
の

指
導

等
を

実
施

す
る

ほ
か

、
養

殖
衛

生
技

術
者

養
成

研
修

に
参

加
し

た
。

項
　

　
　

　
目

現
状

　
養

殖
現

場
で

使
用

さ
れ

る
養

殖
資

機
材

の
使

用
状

況
の

調
査

を
実

施
す

る
ほ

か
、

水
産

用
医

薬
品

の
残

留
検

査
や

薬
剤

耐
性

菌
の

実
態

調
査

を
行

っ
た

。

　
3
0
年

度
は

、
県

内
養

殖
等

経
営

体
総

数
4
2
6
経

営
体

の
う

ち
、

2
年

間
で

経
営

体
へ

の
指

導
が

一
巡

す
る

よ
う

、
計

画
的

に
実

施
予

定
の

2
6
0
経

営
体

に
指

導
を

行
う

こ
と

を
目

標
と

し
た

。

達
成

度
評

価

養
殖

衛
生

管
理

指
導

を
行

う
経

営
体

数
（

2
6
0
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
／

県
内

養
殖

等
経

営
体

総
数

（
4
2
6
）

×
1
0
0
＝

6
1
.
0
％

　
地

域
合

同
検

討
会

議
や
全
国
会
議
に
出
席
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
に
お
け
る
動
向
の
把
握
や
課
題
等

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き
た
と
と
も
に
、
愛
媛
県
養
殖
衛
生
対
策
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
全
国
に

お
け

る
疾

病
等

の
動

向
や
課
題
等
が
共
有
で
き
、
県
内
の
防
疫
推
進
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
県

内
地

域
協

議
会

等
を
通
じ
て
、
医
薬
品
や
ワ
ク
チ
ン
の
適
正
使
用
、
適
正
な
養
殖
管
理
の
指
導
を
行

う
こ

と
に

よ
り

養
殖

経
営
体
に
対
し
適
正
な
医
薬
品
使
用
の
啓
蒙
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
養
殖

衛
生

技
術

者
養

成
研

修
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衛
生
監
視
指
導
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
を
身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
達

成
度

）
　

実
績

値
／

目
標

値
×

1
0
0
　

＝
　

6
1
.
0
／

6
1
.
0
×

1
0
0
　

＝
　

1
0
0
％

養
殖

衛
生

管
理
指
導
を
行
っ
た
経
営
体
数
（
2
6
0
）

　
　

　
　

　
　
　
　
　
／
県
内
養
殖
等
経
営
体
総
数
（
4
2
6
）
×
1
0
0
＝
6
1
.
0
％

 
 
 
養

殖
魚

の
疾

病
検

査
・
診
断
を
行
い
、
養
殖
業
者
に
適
切
な
予
防
法
・
治
療
法
を
指
導
し
た
こ
と
に

よ
り

疾
病

の
ま

ん
延

防
止
、
発
生
予
防
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
疾
病
の
発
生
状
況
の
調
査

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

左
の

交
付

金
相

当
額

A
1
0
0
%

交
付

率

　
海

面
、

内
水

面
養

殖
に

お
け

る
疾

病
検

査
、

魚
病

診
断

及
び

防
除

方
法

･
治

療
法

等
の

指
導

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
ア

ユ
、

ヒ
ラ

メ
な

ど
国

内
に

お
い

て
、

感
染

拡
大

が
特

に
懸

念
さ

れ
る

疾
病

を
有

す
る

魚
介

類
に

つ
い

て
疾

病
の

発
生

状
況

の
調

査
を

実
施

し
た

。

　
養

殖
資

機
材

の
使

用
状

況
調
査
、
出
荷
前
の
養
殖
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
及
び
ヒ
ラ
メ
の
医
薬
品
残
留
検
査
を

行
う

と
と

も
に

、
養

殖
魚

か
ら
分
離
さ
れ
た
病
原
菌
の
薬
剤
感
受
性
を
調
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
水

産
物

を
流

通
さ

せ
る

こ
と

が
で
き
、
医
薬
品
耐
性
菌
の
発
生
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

愛
媛

大
学

沿
岸

環
境

科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

准
教

授
　

北
村

　
真

一

養
殖

経
営

体
総

数
の

6
1
％
に
対
し
て
、
感
染
症
の
蔓

延
防

止
に

関
す

る
指

導
が

行
わ
れ
て
お
り
、
達
成
度

は
1
0
0
％

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
養
殖
衛
生
管
理
は
適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
と

判
断

出
来
る
。

養
殖

衛
生

管
理

指
導

を
実

施
し

た
経

営
体

数
の

割
合

7
9
.
5
%

1
,
3
8
2
,
0
0
0

1
,
0
7
1
,
0
0
0

5
0

(
％

)

2
,
7
7
6
,
6
0
4

5
0

　 　
目
標
値
は
達
成
さ
れ
て
お
り
、
養
殖
経
営
体
に

対
す
る
養
殖
衛
生
管
理
指
導
、
疾
病
の
発
生
予

防
・
ま
ん
延
防
止
対
策
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
業
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
と
評
価

す
る
。

　
養

殖
魚

や
ア

ユ
の

疾
病

検
査
等
に
よ
り
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
検
査
時
の
指
導
や
会

議
を

通
じ

た
医

薬
品

・
ワ

ク
チ
ン
の
適
正
使
用
指
導
に
よ
り
、
8
0
％
を
超
え
る
達
成
度
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、

概
ね

良
好

で
あ

っ
た

と
判
断
す
る
。

1
4
7
,
0
0
0

5
0

2
7
2
,
3
7
0

(
円

)

4
9

2
,
1
5
2
,
6
1
6

1
3
6
,
0
0
0
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紙

様
式

第
２
号
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３

 

目
標
 
病

害
虫
の

防
除
の

推
進

 

事
業

実
施

期
間
 

平
成
３

０
年
度

 
都
道
府
県

等
名
 

愛
媛
県

 

事
業

の
実

施
方
法

 

 
近

年
、
食

の
安
心

安
全

へ
の
関
心
の

高
ま
り

や
環
境

保
全
の
観
点

か
ら

、
よ

り
一
層

の
減
化

学
農

薬
栽

培
が
求

め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の

た
め

、
農
薬

散
布

に
伴
う
環

境
リ
ス

ク
を
低

減
す
る

た
め

、
化
学

合
成
農

薬
に

替
わ
る
資
材

の
有
効

性
や
農

薬
散
布
方
法

な
ど
の

検
討
を

行
い
、
防

除
技

術
を

確
立
す

る
必
要

が
あ
る
。

 

 
そ

こ
で

、
当

県
で
は

、
か

ん
き
つ

、
い
ち

ご
、
水

稲
、
葉
菜
類
（
キ
ャ

ベ
ツ
・
リ
ー

フ
レ
タ

ス
）
、
温
州
み

か
ん

、
レ

モ
ン
、
ゆ

ず
、
さ

や
い
ん

げ
ん

、
ス
イ

ー
ト
コ

ー
ン
に

つ
い

て
、
以

下
の

試
験

等
を
行

っ
た
。

 

 （
か
ん
き
つ

（
温

州
み

か
ん

以
外

）
）
 

目
標

値
：

農
薬
環

境
リ

ス
ク

低
減
値
の

現
状
値

か
ら
の

向
上
率
 
１

２
９

 

 
近

年
、
カ

ン
キ

ツ
黒

点
病

の
発

生
が

増
加

し
て

い
る

。
近

年
、
温

暖
化

に
伴

い
、
9
月

以
降

に
降

雨
が

続
く

条
件

で
は

果
実

表
面

に
黒

色
の

小
さ

な
斑

点
が

発
生

し
、

果
実

品
質

に
影

響
す

る
た

め

大
き

な
品

質
低

下
と

な
る

。
こ

れ
ま

で
本

病
の

対
策

は
開

花
期

以
降

、
定

期
的

な
薬

剤
防

除
が

中

心
で

あ
り

、
概

ね
対

応
で

き
て

い
た

。
し

か
し

、
秋

季
の

高
温

や
長

雨
、

新
し

い
品

種
へ

の
転

換

に
よ

り
温

州
み

か
ん

と
の

同
時

防
除

と
し

て
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｰ
防

除
が

難
し

く
、

主
要

な
農

薬
の

登
録

基

準
の

変
更

な
ど

、
従

来
の

防
除

で
は

対
応

で
き

な
い

状
況

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
の

た

め
、
こ

れ
ま

で
の

防
除

体
系

を
見

直
し

、
本

病
に

有
効

な
防

除
技

術
を

確
立

す
る

。
平

成
3
0
年

度

は
収

穫
前

に
散

布
可

能
な

農
薬

の
防

除
効

果
を

確
認

し
本

県
主

要
品

種
の

後
期

黒
点

病
の

防
除

モ

デ
ル

を
検

討
し

た
。

 

 
目

標
値

＝
（
１

+
Ａ
）

/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
１

/
８
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
１
３

 

 
実

績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
１

/
８
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
１
３

 

 （
か
ん
き
つ
）
目

標
値

：
農

薬
環
境
リ

ス
ク
低

減
値
の

現
状
値
か
ら

の
向
上

率
 
１

２
２
 

 

県
育

成
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
へ

の
更

新
が

積
極

的
に

行
わ

れ
て

い
る

中
、

そ
れ

ら
の

苗
木

定
植

後
に

は
、
防

除
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

複
数

の
害

虫
（

ﾊ
ﾓ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
、
ﾊ
ﾏ
ｷ
ｶ
ﾞ
、
ｱ
ｹ
ﾞ
ﾊ
等

）
が

発
生

し
、

早
期

成
園

化
が

遅
れ

て
い

る
園

地
が

多
く

み
ら

れ
る

。
そ

の
要

因
と

し
て

、
殺

虫
範

囲
の

狭
い

選

択
性

薬
剤

や
育

苗
場

面
で

の
み

使
用

す
る

薬
剤

（
代

替
剤

）
な

ど
が

多
岐

に
渡

っ
て

お
り

、
効

率

的
な

利
用

が
図

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
同

一
系

統
、

同
一

薬
剤

（
慣

行
剤

）
の

連
用

も
行

わ
れ

て

お
り

、
リ

サ
ー

ジ
ェ

ン
ス

の
発

生
や

抵
抗

性
の

発
達

も
懸

念
さ

れ
る

。
平

成
3
0
年

度
は

、
各

種
害

虫
に

対
し

て
慣

行
剤

及
び

代
替

剤
の

実
証

試
験

を
行

い
、

チ
ョ

ウ
目

害
虫

の
種

類
ご

と
の

効
果

の

確
認

と
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
等

他
害

虫
へ

の
効

果
の

あ
る

農
薬

を
選

抜
で

き
た

。
平

成
3
0
年

度
は

、
効

率
的

な
防

除
体

系
の

効
果

確
認

を
行

い
防

除
体

系
を

構
築

し
た

。
 

 
 

 
目
標
値

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
７
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
０
６

 

実
績

＝
（

１
+
Ａ

）
/
（
１

-
Ｂ

）
＊
１
０

０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
７
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
０
６

 

 （
い
ち
ご
）
目
標

値
：
農

薬
環
境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現

状
値
か
ら
の

向
上
率

 
２
１

８
 

 
 

 
近

年
、
い

ち
ご

高
設

栽
培

に
お

い
て

、
本

県
の

主
力

品
種

を
中

心
に

萎
黄

病
が

多
発

し
て

い
る

。

本
病

は
糸

状
菌

に
よ

る
病

害
で

、
発

病
期

間
が

長
く

、
土

壌
伝

染
や

保
菌

し
た

親
株

か
ら

苗
へ

の

感
染

が
報

告
さ

れ
て

お
り

、
難

防
除

病
害

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
 

 
そ

こ
で

、
高

設
栽

培
ベ

ッ
ド

に
つ

い
て

、
低

温
で

も
効

果
の

あ
る

土
壌

還
元

消
毒

法
と

、
県

育

成
品

種
を

対
象

に
稚

苗
に

よ
る

二
段

階
健

全
育

苗
※

の
組

合
せ

に
よ

る
防

除
対

策
を

実
施

し
た

。

平
成

３
０

年
度

は
、

カ
ン

キ
ツ

モ
ラ

セ
ス

を
利

用
し

た
土

壌
還

元
消

毒
の

実
証

試
験

を
実

施
し

、

カ
ン

キ
ツ

モ
ラ

セ
ス

の
抑

制
効

果
を

検
討

し
た

。
ま

た
、

二
段

階
健

全
育

苗
で

は
、

採
苗

時
期

別

の
ラ

ン
ナ

ー
内

部
の

病
原

菌
の

進
展

経
過

を
調

査
し

た
。

 
※

 
親

株
か

ら
出

た
ラ

ン
ナ

ー
先

端
の

子
苗

を
、

病
原

菌
が

感
染

す
る

前
に

ラ
ン

ナ
ー

か
ら

切
断

し
て

育
苗

し
、

翌
年

の
親

株
と

す
る

手
法
 

 
目
標
値

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
３
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
３
９

 

 
実
績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
３
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
３
９

 

 （
い
ち
ご
）
目
標

値
：
農

薬
環
境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現

状
値
か
ら
の

向
上
率

 
１
２

５
 

 

 
い

ち
ご

栽
培

で
問

題
と

な
る

主
要

害
虫

と
し

て
は

、
ハ

ダ
ニ

類
、

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

等
が

挙
げ

ら

れ
る

。
こ

の
う

ち
、

ハ
ダ

ニ
防

除
と

し
て

は
薬

剤
抵

抗
性

対
策

も
含

め
天

敵
製

剤
の

導
入

面
積

が

拡
大

し
て

お
り

、
防

除
効

果
も

上
が

っ
て

い
る

。
ア

ザ
ミ

ウ
マ

の
防

除
薬

剤
に

つ
い

て
は

、
薬

剤

抵
抗

性
の

た
め

十
分

な
防

除
効

果
が

上
が

っ
て

い
な

い
例

が
増

加
し

て
い

る
。

最
近

ア
ザ

ミ
ウ

マ

防
除

に
使

用
で

き
る

天
敵

製
剤

が
登

録
さ

れ
た

た
め

、
本

剤
を

組
み

合
わ

せ
た

防
除

体
系

を
組

み

立
て

る
こ

と
で

、
ア

ザ
ミ

ウ
マ

類
の

効
率

的
な

防
除

を
図

っ
て

い
く

。
 

 
平

成
３

０
年

度
は

、
ア

ザ
ミ

ウ
マ

類
に

対
す

る
天

敵
製

剤
の

防
除

効
果

及
び

赤
色

L
E
D
と

光
反

射
資

材
を

利
用

し
た

密
度

抑
制

効
果

及
び

誘
引

剤
、

忌
避

剤
の

効
果

を
検

証
し

た
。

 

 
目
標
値

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
４
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
０

 

 
実
績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０
 

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
４
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
０

 

 （
水
稲
）

目
標
値

：
農
薬

環
境
リ
ス
ク

低
減
値

の
現
状

値
か
ら
の
向

上
率
 

８
７
９

 

 
水

稲
-
野

菜
の

二
毛

作
に

よ
る

輪
作

体
系

を
検
証

す
る

中
で

、
有

機
水

稲
栽
培

の
持

続
性
を

検
証
す
る

た
め
に

、
主
要

病
害
虫
や
雑

草
対
策

を
耕
種

的
な
防
除
方

法
を
組

み
合
せ

な
が
ら
、

各
主
要
作

型
に
適

し
た
手

法
を
構
築
す

る
こ
と

で
、
慣

行
栽

培
で
の
化

学
合
成

農
薬
の

使
用
を

６
回
か
ら

０
回
と

す
る
有

機
栽
培
試
験

を
継
続

実
施
し

た
。
 



 
平

成
３

０
年
度

も
普

通
期

の
作
型
で

、
機
械
除

草
＋
深

水
水
管
理

に
よ
る

雑
草
対

策
と
、
種

子
の

温
湯

消
毒
や

水
管
理

、
施
肥
量

、
施

肥
方
法

等
の
耕

種
的
技
術

に
よ
る

病
害
虫

対
策
に
つ

い
て

検
討

し
、
有
機
環

境
下

に
お
け
る

病
害
虫

の
発
生

消
長
を
調
査

し
た

。
さ
ら

に
、
有
機
水

田
で

の
生

物
多
様

性
評
価

を
慣
行
栽
培

と
並
行

し
て
比

較
調
査
し
た

。
 
 

 
目

標
値

＝
（
１

+
Ａ
）

/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
６

/
６
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
７
７

 

 
実

績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
６

/
６
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
７
７

 

 （
葉
菜
類
）
目
標

値
：

農
薬

環
境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現

状
値
か
ら
の

向
上
率

 
２
０

０
 
 

 
水

稲
-
野

菜
体

系
で

持
続

性
の

高
い

有
機

栽
培
体

系
を

確
立

す
る

た
め

に
、
有

機
水

稲
の
後

作
を

複
数

の
冬
作

野
菜
（
た

ま
ね
ぎ
→

キ
ャ
ベ

ツ
、
リ
ー

フ
レ
タ
ス

→
レ
タ

ス
→

タ
マ

ネ
ギ

・

・
・

）
を

組
み
合

せ
た
有

機
輪
作
体
系

に
つ
い

て
検
討

し
た
。

 

 
平

成
３

０
年
度

は
輪

作
体

系
の
２
年

目
の
品

目
と
な

る
葉
菜
類
（
キ

ャ
ベ
ツ

、
リ

ー
フ

レ
タ

ス
）

の
有

機
栽
培

技
術
を

検
証
す
る
た

め
に
、

雑
草
対

策
に
は
基
本

的
に
マ

ル
チ
栽

培
と
し
、

畝
間

に
つ

い
て
は

モ
ミ
ガ

ラ
の
被
覆
等

の
効
果

を
再
検

討
し
た
。
ま
た

、
主

要
病
害

対
策

に
は

べ
た

掛
け

資
材
の

被
覆
に

よ
る
物
理
的

防
除
技

術
に
つ

い
て
検
討
し

、
化
学
合

成
農
薬
（

除
草

剤
含

む
）

の
使
用

を
慣
行

栽
培
の
４
回

か
ら
０

回
と
し

た
。

 
 

目
標

値
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
４

/
４
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
０
０

 

実
績

＝
（

１
+
Ａ

）
/
（
１

-
Ｂ

）
＊
１
０

０
 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
４

/
４
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
０
０

 

 
  
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 

（
温
州
み
か
ん
）

目
標

値
：

農
薬
環
境

リ
ス
ク

低
減
値

の
現
状
値
か

ら
の
向

上
率
１

１
５
５

 

 
か

ん
き

つ
の

黒
点

病
防

除
は

化
学

的
防

除
が

主
体

で
あ

り
、

農
薬

環
境

リ
ス

ク
低

減
を

阻
害

し

て
い

る
。

そ
こ

で
、

化
学

合
成

農
薬

以
外

の
農

薬
を

使
用

し
、

化
学

合
成

農
薬

の
使

用
を

低
減

す

る
試

験
を

実
施

し
た

が
、

防
除

効
果

に
バ

ラ
ツ

キ
を

生
じ

た
。

ま
た

、
か

ん
き

つ
主

要
害

虫
で

あ

る
ハ

ダ
ニ

に
つ

い
て

も
化

学
合

成
農

薬
以

外
の

農
薬

で
の

防
除

効
果

を
検

証
し

た
が

、
年

度
に

よ

る
ば

ら
つ

き
が

多
い

た
め

、
引

続
き

化
学

合
成

農
薬

の
使

用
を

低
減

し
た

防
除

体
系

を
試

験
し

た
。
 

 
目

標
値

＝
（
１

+
Ａ
）

/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
７

/
７
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
８
３

 

 
実

績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ

：
化

学
合
成

農
薬

の
減

少
率
＝
１

５
/
１

５
、
Ｂ

：
防

除
経
費
の

減
少
率

＝
０
.
８
８

 

 （
レ
モ
ン
）
目
標

値
：
農

薬
環
境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現

状
値
か
ら
の

向
上
率

 
１
１

３
 

 
ハ

ウ
ス

レ
モ

ン
に

お
い

て
の

防
除

は
、

約
５

０
％

が
ダ

ニ
剤

で
あ

る
。

ダ
ニ

剤
の

散
布

回
数

の

増
加

は
、

農
家

経
営

を
圧

迫
し

て
お

り
、

経
費

の
節

減
や

労
力

の
軽

減
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

そ

こ
で

、
天

敵
を

導
入

す
る

こ
と

で
化

学
合

成
農

薬
の

使
用

を
低

減
さ

せ
、

そ
の

防
除

効
果

を
検

討

す
る

。
昨

年
度

は
新

た
な

天
敵

資
材

を
調

査
し

た
が

、
は

っ
き

り
し

た
効

果
を

検
討

す
る

必
要

が

あ
る

た
め

、
平

成
３

０
年

度
も

引
き

続
き

実
証

を
行

っ
た

。
 

 
目
標
値
＝

（
１

+
Ａ

）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
８
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
０
０

 

 
実
績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
５

/
５
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
３
８

 

 （
ゆ
ず
）

目
標
値

：
農
薬

環
境
リ
ス
ク

低
減
値

の
現
状

値
か
ら
の
向

上
率
 

２
０
０

 

 
ゆ

ず
は

、
果

皮
ご

と
使

用
さ

れ
る

機
会

が
多

く
、

化
学

農
薬

の
使

用
を

減
ら

す
こ

と
で

農
薬

環

境
リ

ス
ク

を
低

減
さ

せ
、

付
加

価
値

が
高

ま
る

こ
と

も
期

待
さ

れ
る

。
そ

こ
で

、
今

回
サ

ビ
ダ

ニ

に
対

す
る

化
学

合
成

農
薬

以
外

の
農

薬
の

使
用

に
よ

り
、

化
学

合
成

農
薬

の
使

用
を

1
回

か
ら

０

回
に

低
減

さ
せ

試
験

を
行

っ
た

。
 

 
目
標
値

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
１
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
０
０

 

 
実
績
＝

（
１
+
Ａ

）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
１

/
１
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

．
０
０

 

 （
さ
や
い
ん
げ
ん
）
目
標

値
：
農
薬
環

境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現
状
値

か
ら
の

向
上
率

２
０
０

 

 
さ

や
い

ん
げ

ん
の

栽
培

に
お

い
て

は
、

害
虫

で
は

鱗
翅

目
の

幼
虫

に
よ

る
食

害
や

ハ
ダ

ニ
類

・

ア
ブ

ラ
ム

シ
の

発
生

が
見

ら
れ

、
慣

行
栽

培
で

は
化

学
合

成
農

薬
の

散
布

が
４

～
５

回
程

度
行

わ

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
有

機
J
A
S
に

適
合

す
る

B
T
剤

や
気

門
封

鎖
型

薬
剤

を
使

用
し

、
有

機
栽

培

が
可

能
か

ど
う

か
を

実
証

し
た

。
 

 
目
標
値
＝

（
１

+
Ａ

）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

Ａ
：
化
学

合
成

農
薬
の
減

少
率
＝
５
/
５
、
Ｂ

：
防
除

経
費

の
減
少
率

＝
０
.
０
０

 

 
実
績
＝

（
１
+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）
＊
１

０
０

 

Ａ
：
化
学

合
成

農
薬
の
減

少
率
＝
４
/
４
、
Ｂ

：
防
除

経
費

の
減
少
率

＝
０
.
０
０

 

 （
ｽｲ
ｰﾄ
ｺｰ
ﾝ）

目
標
値
：

農
薬

環
境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現

状
値
か
ら
の

向
上
率

 
４
５

８
 

 

 
ア

ワ
ノ

メ
イ

ガ
は

穂
を

直
接

加
害

す
る

重
要

害
虫

で
あ

り
、

慣
行

栽
培

で
は

年
間

３
～

４
回

程

度
の

化
学

合
成

殺
虫

剤
の

散
布

が
行

わ
れ

て
い

る
。

ア
ワ

ノ
メ

イ
ガ

の
被

害
は

雄
穂

抽
出

時
期

か

ら
と

い
わ

れ
て

お
り

、
昨

年
度

は
雄

穂
の

抽
出

時
期

を
中

心
と

し
た

Ｂ
Ｔ

剤
（

エ
ス

マ
ル

ク
Ｄ

Ｆ
）

の
定

期
散

布
（

雄
穂

抽
出

前
7
日

前
か

ら
7
日

間
隔

で
３

～
４

回
散

布
）

に
よ

り
、

被
害

を
低

減

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

平
成

３
０

年
度

も
引

続
き

実
施

し
、

Ｂ
Ｔ

剤
の

う
ち

エ
ス

マ
ル

ク
と

亜

種
名

の
違

う
菌

を
使

っ
た

Ｂ
Ｔ

剤
（

エ
コ

マ
ス

タ
ー

Ｂ
Ｔ

）
を

用
い

て
、

効
果

を
実

証
し

た
。

 
 

 
目
標
値

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

 
Ａ
：
化

学
合
成

農
薬
の

減
少
率
＝
６

/
６
、

Ｂ
：
防

除
経

費
の
減
少

率
＝
０

.
５
６

 

 
 
実
績

＝
（
１

+
Ａ
）
/
（

１
-
Ｂ
）

＊
１
０

０
 

Ａ
：
化
学

合
成

農
薬
の
減

少
率
＝
６
/
６
、
Ｂ

：
防
除

経
費

の
減
少
率

＝
０
.
５
６

 

 



 ま
た

、
実

績
値
は

 

○
農

薬
環

境
リ
ス

ク
低
減

値
の
現
状
値

よ
り
の

向
上
率

の
平
均
値

 

 
（

1
2
9
+
1
2
2
+
2
1
8
+
1
2
5
+
8
7
9
+
2
0
0
+
1
6
1
5
+
3
2
3
+
2
0
0
+
2
0
0
+
4
5
9
)
/
1
1
 
=
 

４
０
６

 

 目
標

値
 

項
 
 
 

目
 

現
状

 
目
標
値

 
実
績

 
達
成
度

 
評
価

 
 農

薬
環

境
リ

ス
ク

低
減

値
の

現
状

値
か

ら
の

向
上

率
 

  
１
０
０
 

 

   
３
４
５
 

 

 
４
０
６

 

 

 
 
 

 
  
１
１
８
％
 

 

 
Ａ
 

 

事
業

内
容

及
び
実

績
額

 
事

業
内
容

 

 

規
格
・
規

模
等

 

 

所
要
額
実

績
 

（
円
）

 
左
の
交
付

金
相
当

額
 

（
円
）

 
交
付
率

（
％
）

 

 (
２

)
病

害
虫

防
除

農
薬

環
境

リ
ス

ク
低

減
技

術
確

立
 

      

（
試
験
圃

）
 

か
ん

き
つ

(温
州

み
か

ん
以

外
) 

1
0
a
 

か
ん

き
つ

 
  

5
a
 

い
ち

ご
 
 
 
 
2
0
a
 

 （
実
証
圃

）
 

水
稲
 
 
 
 
2
0
a
 

葉
菜
類
 
 
 
2
0
a
 

温
州

み
か

ん
 
 
2
0
a
 

ﾚ
ﾓ
ﾝ
 
 
  
 
  
1
0
a 

ゆ
ず
 
 
 
 
 
 
2
0
a
 

さ
や

い
ん

げ
ん

1
a 

ｽ
ｲ
ｰ
ﾄ
ｺ
ｰ
ﾝ
 
 
 
 
9
a
 

 
 
合
 

計
 

     
8
,
5
9
7
,
6
4
9
 

        
8
,
5
9
7
,
6
4
9
 

     
4
,
2
9
8
,
0
0
0
 

     
   

4
,
2
9
8
,
0
0
0
 

 

      
5
0
 

        

 事
業

の
成

果
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
  
 
  
  

 
  
 
別
紙
の
と
お
り

 
 都
道

府
県

等
に
よ

る
評
価

の
概
要
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

病
害

虫
防

除
農
薬

環
境
リ

ス
ク
低
減
技

術
確
立

に
つ
い

て
、
９
種

類
の

作
物
に

お
い
て

、
化

学
合

成
農

薬
に
替

わ
る
資

材
の
有
効
性

や
農
薬

散
布
方

法
な
ど
の
実

証
に
取

り
組
み

、
達

成
度

は
１

１
８

％
で
、

適
切
に

実
施
さ
れ
て

い
た
。

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
  
 
  
  

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
  
 
  
  

 

第
三
者
の

主
な
コ

メ
ン
ト

 
 
愛
媛
大

学
農
学

部
 

小
西

和
彦
教
授

 
 
  
 

環
境

に
優

し
い

防
除

技
術

を
確

立
す

る
た

め
、
農
薬

環
境

リ
ス
ク

低
減

値
の
向
上

率
を
現

状
よ
り
３

４
５
％

と
高
い

目
標
値
に
設

定
し

、
病

害
虫

管
理

、
雑

草
抑

制
の

た
め

に
多

様
な

I
P
M
技
術

を
取

り
入
れ

る
こ

と
を
実
施

し
て
い

る
。

I
P
M
実
施

指
標
値

、
農

薬
環
境
リ

ス
ク
低

減
値

と
も

に
目

標
を

超
え

る
値

を
達

成
で

き
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
事

業
は

適
切
に
実

施
さ
れ

た
も
の
と

評
価
で

き
る
。

 

国
に
よ
る

評
価
の

概
要

 
  

病
害

虫
防

除
農

薬
環

境
リ

ス
ク

低
減

技
術

確
立

に
つ

い
て

、
多

数
の

項
目

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
上

、
化

学
合

成
農

薬
の

使
用

回
数

を
０

と
す

る
目

標
も

多
数

設
定

さ
れ

て
い

る
。

 
 

高
い

目
標

設
定

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

全
て

の
項

目
で

目
標

値
は

達
成

さ
れ

て
お

り
、

事
業
は
適
切

に
実
施

さ
れ
た

と
評
価
す
る

。
 

 

 







別
紙

様
式

第
２
号
－
４

 
目

標
            
  
  
  
  
  
  
  
 家

畜
衛
生
の
推
進
 

事
業
実
施
期
間
 
 
平
成

28
年
度
 

都
道

府
県
等
名
 
 
 
 
愛
媛
県
 

事
業
実
施
主
体
名
 
愛
媛
県
 

事
業

の
実
施
方
法
 

【
施

設
区
分
】
 

 
高

度
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
病
性
鑑
定
検
査
施
設
 

 【
設

置
場
所
】
 

 
家

畜
病
性
鑑
定
所
 

 
日

本
国
内
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
生
し
て
以
降
、
安
全
な
畜
産
物
を
安
心
し
て
消
費
し
て
も
ら

え
る
平

成
2
3
年

4
月

の
家

畜
伝

染
病

予
防

法
の

改
正

に
伴

い
、

監
視

伝
染

病
の

病
原

体
に

つ
い

て
、

所
持

や
取

り
扱

い
等

に
規

制
が

設
け

ら
れ

適
切

な
管

理
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

一
方

、
近

年
、

口
蹄

疫
や

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
と

い
っ

た
畜

産
分

野
に

重
大

な
被

害
を

も
た

ら
す

家
畜

伝
染

病
が

世
界

各
地

で
発

生
し

て
お

り
、

特
に

平
成

2
6

年
度

に
は

国
内

で
も

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発

生
す

る
な

ど
、

発
生

リ
ス

ク
は

依
然

と
し

て
高

い
状

況
が

続
い

て
お

り
、

異
常

畜
の

病
性

鑑
定

や
監

視
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

た
め

、
こ

れ
ら

の
病

原
体

を
取

り
扱

う
機

会
も

多
く

な
っ

て
い

る
。

 
こ

の
よ

う
な

中
、

本
事

業
は

監
視

伝
染

病
の

疾
病

診
断

に
係

る
検

査
時

に
お

け
る

病
原

体
の

取
り

扱
い

を
適

切
に

行
う

た
め

、
高

度
な

バ
イ

オ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

応
設

備
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

病
原

体
の

散
逸

防
止

等
安

全
で

適
切

な
管

理
を

図
っ

た
。

 
  
〈

目
標
値
の
考
え
方
〉
 

施
設

の
活

用
に

よ
る

バ
イ
オ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

率
に
つ

い
て

、
監

視
伝

染
病

に
感

染
し

た
検

体
(
疑
わ

れ
る

検
体
含

む
)
を

取
り

扱
っ

た
場

合
に
、

病
原

体
の

周
辺

環
境

へ
の

散
逸

防
止
の
た
め
、
検
査
エ
リ
ア
(病

原
体
に
汚
染
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
エ
リ
ア
の
床
、

天
井

、
壁
)を

消
毒
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
に
よ
り
算

定
。
な
お
、
1
㎡
当
た
り
の
消
毒

作
業

時
間
は

0
.
5
分
と
し
た
。
 

 ・
現
状
値
：
3
9
4
.2
0
分
（
現
有
施
設
で
は

B
S
L3

検
査
設
備
が
な
い
こ
と
か
ら
検
体
を
取

り
扱
っ
た
全
て
の
検
査
室
内

7
8
8
.
39

㎡
を
消
毒
す
る
時
間
）
 

※
 
7
8
8.
3
9
㎡
×
0
.
5
分
/
㎡
＝
3
9
4
.2
0
分
 

 
・

事
業
実
施
後
：
3
7
.
60

分
（
B
S
L3

検
査
設
備
内

75
.
20

㎡
の
み
を
消
毒
す
る
時
間
）
 

※
 
7
5
.2
0
㎡
×
0.
5
分
/
㎡
＝
3
7
.
6
0
分
 

 
・

目
標
値
：
1
0
0×

(
1＋

A
)＝

1
0
0
×
(1
＋
0.
9
0
5)
＝

19
0
.
5％

 
 
 
※
 
A
＝
1
－
(3
7
.
60
／
39
4
.
2
0
)＝

0
.
90
5 

目
標
値
 

項
 
 
 
目
 

 
現
状
 

 
目
標
値
 

 
実
績
 

 
達
成
度
 

 
評
価
 

 

 施
設

の
活

用
に

よ
る

バ
イ

オ
セ

キ
ュ
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テ

ィ
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向
上

率
 

    

 
1
0
0
% 

       

 1
9
0
.
5
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1
9
1
.
4
% 

       

 
1
0
0
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事
業
内
容
及
び
実
績
額
 

事
業
内
容
 

 
規
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・
規
模

等
 

 

所
要
額
実
績
 

（
円
）
 

左
の
交
付
金
相

当
額
 

（
円
）
 

交
付
率

（
％
）
 

 高
度

バ
イ

オ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

応
施

設
整

備
 

    

 B
S
L
3
検

査
設

備
（

1
室

）
 

  

 
3
7
,
6
5
9
,
6
0
0
 

   

        
1
8
,
8
2
9
,
0
0
0
 

         

 
5
0
 

   

                    
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 



事
業

の
成
果
                                     

                                      
1
 事

業
実
施
内
容
 

 
 
 
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
監
視
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
死
亡
野
鳥
の
検
査
を
定

期
的
に
実
施
。
 

 
検
査
時
に
お
け
る
病
原
体
の
取
り
扱
い
を
適
切
に
行
い
、
散
逸
防
止
等
安
全
で
適

切
な
管
理
を
行
っ
た
。
 

   
2
 
事
業
成
績
 

 
 
 
施
設
の
活
用
に
よ
る
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
率
 

 
 
 
（
監
視
伝
染
病
に
係
る
検
体
を
取
り
扱
っ
た
場

合
の
検
査
エ
リ
ア
の
消
毒
作
業
に

要
す
る
時
間
）
 

  
・

実
施
後
：
H
29
年
度
 
34
.
0
4
分
 

H
3
0
年
度

 
34
.
0
4分

 
※

B
S
L検

査
設

備
内
6
8
.0
7
9
4㎡

の
み

を
消

毒
す

る
時

間
（
68
.
0
8㎡

×
 

0
.
5
分

/㎡
＝

3
4.
0
4分

）
 

  
・

実
績
値
：
平
均
1
91
.
4
% 

 
 
 
 
 
H
2
9年

度
 向

上
率
 
1
00
×
{1
＋
（
1
-（

3
4
.0
4
／
3
9
4.
2
0）

）
}＝

1
91
.
4 

 
 
 
 
 
H
3
0年

度
 向

上
率
 
1
00
×
{1
＋
（
1
-（

3
4
.0
4
／
3
9
4.
2
0）

）
}＝

1
91
.
4 

  
・

達
成
度
：
1
91
.
4
/1
9
0
.5
×
1
0
0＝

1
0
0.
4
% 

                                     都
道

府
県
等
に
よ
る
評
価
の
概
要
 

                                       
国
内

で
は
豚
コ
レ
ラ

、
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
が
猛
威
を
振
る

う
中

、
監
視
伝
染
病
な
ど
に
感
染
し
た
検
体
(疑

わ
れ
る
検
体
含
む
)
や
病
原
体
を
取
り
扱

う
場

合
、
周
辺
環
境
へ
の
散
逸
を
防
止
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
高
度
な
バ
イ

オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
応
し
た
本
検
査
室
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
よ
り
安
全
で
適
切
な
管

理
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
 

                                                                

第
三
者
の
主
な
コ
メ
ン
ト
 

 公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
獣
医
師
会
 

 
会
長
 
寺
町
 
光
博
 

 
海

外
家

畜
悪

性
伝

染
病

や
人

畜
共

通
感

染
症

な
ど

重
要

な
伝

染
病

の
畜

産
施

設
へ

の
侵

入
の

危
険

性
が

高
ま

る
中

、
県
下

の
畜

産
施

設
で

発
生

す
る

疾
病
の

県
下

唯
一

の
高

度
検

査
診
断

機
能

を
有

す
る

家
畜

病
性

鑑
定
所

に
お

い
て

、
搬

入
さ

れ
る
検

体
を

適
切

な
管

理
の

も
と

、
処
理

し
施

設
外

へ
の

病
原

体
の
拡

散
を

防
止

す
る

た
め

、
必

要
な
対

策
措

置
に

講
じ

ら
れ

た
整
備

で
あ
り
、
施
設
が
稼

働
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
当
該
施
設
か
ら

病
原

体
が

拡
散

し
た

事
象

が
な

い
こ

と
か

ら
、

施
設

の
適
正

な
運

用
に

て
整

備
の

目
的

を
達

成
で

き
て

い
る

と
高

く
評

価
す

る
。
 

     

国
に
よ
る
評
価
の
概
要
 

 
目

標
値

は
達

成
さ

れ
て
お
り
、
当
該
施
設
が
目

的
に

則
し

た
十

分
な

機
能

を
発

揮
し

て
い

る
こ

と
か
ら
、
事
業
は
適
切
に

実
施

さ
れ

た
と

評
価

す
る
。
 

            

  



別
紙

様
式

第
２
号
－
４

 
目

標
            
  
  
  
  
  
  
  
 家

畜
衛
生
の
推
進
 

事
業
実
施
期
間
 
 
平
成

28
年
度
 

都
道

府
県
等
名
 
 
 
 
愛
媛
県
 

事
業
実
施
主
体
名
 
愛
媛
県
 

 事
業

の
実
施
方
法
 

【
施

設
区
分
】
 

 
感

染
性
廃
棄
物
処
理
施
設
 

 【
設

置
場
所
】
 

 
中

予
家
畜
保
健
衛
生
所
 

 
家

畜
伝

染
性

疾
病

の
病

性
鑑

定
作

業
に

お
い

て
発

生
す

る
解

剖
後

の
死

体
や

検
査

に
用

い
た

生
物

系
資

材
(
発

育
鶏

卵
、

実
験

用
小

動
物

等
)
に

つ
い

て
は

、
病

原
体

を
不

活
化

す
る

と
と

も
に

、
廃

棄
物

と
し

て
の

適
正

な
処

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

焼
却

処
分

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

一
方

、
解

剖
作

業
に

つ
い

て
は

、
通

常
解

剖
室

内
で

実
施

す
る

が
、

悪
性

伝
染

病
が

疑
わ

れ
る

場
合

に
は

、
病

原
体

の
散

逸
防

止
の

た
め

解
剖

後
に

は
室

内
全

体
を

消
毒

す
る

必
要

が
あ

り
、

多
大

な
労

力
と

時
間

を
費

や
す

こ
と

と
な

る
。

解
剖

後
の

消
毒

作
業

の
効

率
化

を
図

る
た

め
に

は
、

解
剖

エ
リ

ア
を

限
定

し
、

病
原

体
に

汚
染

さ
れ

る
エ

リ
ア

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

が
最

も
効

果
的

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

焼
却

炉
内

で
解

剖
作

業
が

実
施

で
き

れ
ば

、
解

剖
エ

リ
ア

そ
の

も
の

の
消

毒
滅

菌
が

可
能

と
な

り
、

病
原

体
の

散
逸

防
止

が
確

実
で

容
易

に
実

施
で

き
る

こ
と

と
な

る
。

 
今

回
、

焼
却

炉
内

で
解

剖
作

業
が

実
施

可
能

な
炉

内
容

量
を

有
す

る
焼

却
炉

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
病

原
体

の
不

活
化

及
び

散
逸

防
止

が
確

実
で

、
一

連
の

解
剖

作
業

の
省

力
･

効
率

化
が

図
ら

れ
た

。
 

   
〈

目
標

値
の
考
え
方
〉
 

 
施

設
の

活
用

に
よ

る
バ

イ
オ

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
率

に
つ
い
て
、
病

性
鑑

定
畜

の
病

原
体

を
不

活
化

す
る

た
め

に
必

要
な

一
連

の
作

業
(
①

解
剖

エ
リ

ア
の

消
毒

滅
菌

、
②

焼
却

炉
へ

の
移

動
･
投

入
、

③
病

性
鑑

定
畜

の
焼

却
処

理
)
に

要
す

る
時

間
の

削
減

率
に
よ
り
設
定
。

な
お

、
①
に
係
る
1
㎡
当

た
り
の
消
毒
作
業
時
間
は
、
床
は
0.
1
7
分
､天

井
及
び
壁
は
0
.
5分

、
②

に
係
る
細
切
･梱

包
･運

搬
時
間
は
成
牛
を
作
業
者
一

人
が
持
ち
運
べ
る
お
お
よ
そ
2
0k
g
の
荷

姿
に

調
整
し
焼
却
炉
に
投
入
す
る
時
間
、
③
に
係
る
焼

却
対
象
は
成
牛
5
0
0
kg
と
し
て
算
定
し

た
｡ 

 
・
現
状
値
：
4
1
0
分
（
①
:
19
0
分
＋
②
:
40

分
＋
③

:1
8
0
分
）
 

 
 
 
 
※
①
＝
消
毒
エ
リ
ア
の
床
面
積
1
6
6
.1
3
㎡
×

0
.1
7
分
／
㎡
 

＋
天
井
及
び
壁
面
積

31
4
.
34

㎡
×
0
.5

分
／
㎡
 
≒
 1
9
0
分
 

 
 
 
 
※
②
＝
4
0
分
（
経
験
値
に
よ
る
）
 

 
 
 
 
※
③
＝
成
牛

5
0
0k
g
÷
1
8
0k
g
/時

間
≒
3
時
間
＝
1
8
0
分
 

 
・
事
業
実
施
後
：
2
5
0
分
（
①
:
7
0
分
＋
②
:
0
分
＋
③
:
18
0
分
）
 

※
①
＝
消
毒
エ
リ
ア
の
床
面
積

7
2
.0
0
㎡
×
0
.1
7
分
／
㎡
 

＋
天
井
及
び
壁
面
積

12
3
.
90

㎡
×
0
.5

分
／
㎡
 
≒
 7
0
分
 

※
②
＝
焼
却
炉
内
で
の
解
剖
の
た
め

0
分
 

※
③
＝
成
牛
5
0
0
kg
÷
18
0
k
g/
時
間
≒
3
時
間
＝
18
0
分
  

 
・
目
標
値
：
1
0
0×

（
1＋

A）
＝
1
0
0×

（
1＋

0
.3
9
0）

＝
13
9
.
0
% 

 
 
※
A
＝
1－

（
2
5
0／

4
1
0）

＝
0
.3
9
0 

 目
標
値
 

項
 
 
 
目
 

 
現
状
 

 
目
標
値
 

 
実
績
 

 
達
成
度
 

 
評
価
 

 

 施
設

の
活

用
に

よ
る

バ
イ

オ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

率
 

 

 
1
0
0
% 

  

 1
3
9
.
0
% 

  

 1
4
1
.
1
% 

  

 1
0
1 

  

  
A 

  

事
業
内
容
及
び
実
績
額
 

事
業
内
容
 

 
規
格
・
規
模
等
 

 
所
要
額
実
績

（
円
）
 

左
の
交
付
金
相
当

額
（
円
）
 

交付
率（

％）
 

 高
度

バ
イ

オ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

応
施

設
整

備
 

 

 焼
却

炉
（

1
基

）
 

 

 
5
0
,
7
6
0
,
0
0
0
 

  

        
2
5
,
3
8
0
,
0
0
0
 

        

 
5
0
 

  

                  



 事
業

の
成
果
                                     

                                      
1
 事

業
実
施
内
容
 

 
 
 
家
畜
伝
染
性
疾
病
の
病
性
鑑
定
作
業
を
限
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
(焼

却
炉
内
)で

実
施
。
解

剖
エ
リ
ア
そ
の
も
の
を
消
毒
滅
菌
す
る
こ
と
で
、
病
原
体
の
散
逸
防
止
を
適
切
に
実
施
し

、
作
業
の
効
率
化
を
行
っ
た
。
 

   
2
 
事
業
成
績
 

 
 
 
施
設
の
活
用
に
よ
る
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
率
 

 
 
 
（
病
性
鑑
定
畜
の
病
原
体
の
不
活
化
（
解
剖
エ
リ
ア
の
消
毒
滅
菌
及
び
焼
却
処
理
）
に

要
す
る
時
間
）
 

  
・

実
施
後
：
 
H2
9
年
度
 
22
3
.
4
1分

（
①
7
0
.2
4
分
+
②
0分

+
③
15
3
.
17
分
）
 

 
 
 
 
 
 
 
H3
0
年
度
 
25
9
.
8
8分

（
①
7
0
.2
4
分
+
②
0分

+
③
18
9
.
64
分
）
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 ※

①
＝
消
毒
エ
リ
ア
の
床
面
積
7
2
.
00
 
㎡
×
0
.
1
7分

/㎡
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
＋
天
井
及
び
壁
面
積
1
16
.
4
 ㎡

×
0
.5
分
/㎡

 ＝
 
7
0.
2
4分

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 ※

②
＝
焼
却
炉
内
で
の
解
剖
の
た
め
0
分
 

 
 
 
 
  
 
  

 
※
③
＝
H
2
9年

度
平
均
：
2
.
5
5時

間
＝
1
53
.
1
7
分
 

H
3
0
年
度
平
均
：
3.
1
6時

間
＝
1
8
9
.
6
4分

 
  
・

実
績
値
：
平
均
1
41
.
1％

 
H
2
9
年
度
 
実
績
向
上
率
 
1
00
×
{
1
+（

1
‐
（
2
23
.
4
1/
4
1
0）

）
}＝

1
4
5.
5
1
% 

 
 
 
 
 
 
H
30
年
度

 
実
績
向
上
率
 
 1
0
0×

{
1
+（

1‐
（
2
5
9
.8
8
/
41
0
）
）
}＝

1
3
6.
6
1
% 

  
・

達
成
度
：
1
41
.
1
/1
3
9
.0
×
1
0
0＝

1
0
1.
5
% 

                                                                           都
道

府
県
等
に
よ
る
評
価
の
概
要
                                     

                                     
焼

却
炉

内
で

解
剖

作
業

が
実

施
可

能
な

炉
内

容
量

を
有

す
る

焼
却

炉
を

整
備

す
る

こ
と

で
、
多

大
な

労
力

と
時

間
が

必
要

な
消

毒
作

業
が

削
減

で
き

、
よ

り
効

率
的

で
省

力
的

な
作

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、
焼

却
炉

内
で

解
剖

作
業

を
行

う
こ

と
で

、
病

原
体

に
汚

染
さ

れ
る

エ
リ

ア
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
が

で
き

、
病

原
体

の
不

活
化

及
び

周
辺

環
境

へ
の

散
逸

を
防

止
し

、
よ

り
適

切
な

管
理

体
制

を
構

築
で

き
た

。
 

                                                         

第
三
者
の
主
な
コ
メ
ン
ト
 

 公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
獣
医
師
会
 

 
会
長
 
寺
町
 
光
博
 

 
家
畜
疾
病
の
検
査
・
診
断
の
専
門
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

中
予
家
畜
保
健
衛
生
所
で
は
、
検
査
の
た
め
地
域
の
畜
産
施
設
か
ら

搬
入
さ
れ
る
異
常
家
畜
個
体
や
そ
の
関
連
の
検
査
材
料
を
、
解
剖
室

や
検
査
室
に
お
い
て
検
査
処
理
し
、
検
査
終
了
後
に
は
、
検
査
に
要

し
た

家
畜

個
体

や
材

料
を

感
染

性
廃

棄
物

と
し

て
適

正
に

処
理

す
る

必
要
が
あ
る
。
 

今
回
、
搬
入
さ
れ
る
家
畜
個
体
か
ら
検
査
材
料
を
効
率
的
に
採
取

し
、
事
後
に
は
感
染
性
廃
棄
物
と
し
て
適
正
に
処
理
す
る
一
連
の
作

業
効
率
化
を
図
る
た
め
、
感
染
性
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
当
該
整
備
に
よ
り
、
検
査
機
関
内
で
の
感
染
性
を

疑
う
家
畜
個
体
や
そ
の
検
査
材
料
等
を
焼
却
す
る
こ
と
で
、
施
設
を

介
し
て
の
病
原
体
の
散
逸
防
止
が
図
ら
れ
て
お
り
、
施
設
の
適
正
な

運
用
に
て
整
備
の
目
的
が
達
成
で
き
て
い
る
と
高
く
評
価
す
る
。
 

   

国
に
よ
る
評
価
の
概
要
 

 
目

標
値
は

達
成

さ
れ

て
お

り
、

当
該

施
設
が

目
的

に
則
し

た
十

分
な
機

能
を

発
揮

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
事

業
は

適
切
に

実
施

さ
れ
た
と
評
価
す
る
。
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